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【重要な注意事項】 

本大会の参加者は、併設大会（大和高原二日間大会）で使用する

地図の閲覧を禁止する。違反が発覚した場合失格とする。（「2.5.4  

その他」参照） 
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日本学生オリエンテーリング連盟会長 
河合 利幸 

 
 皆さん、ようこそ奈良へ。記念すべき 30 回目の
春のインカレをまほろばの国、大和の地で迎えるこ
とになりました。インカレ期間中はちょうど、春の
訪れを告げると言われる東大寺のお水取り(修二会)
の真っ最中で、多くの観光客が奈良時代から 1200
回以上休むことなく続けられてきた歴史の重みを
楽しみに来ることでしょう。お松明の火の粉を浴び
ると、ひょっとしたらレースでも御仏のご加護を得
ることができるかもしれません。折しも、奈良を舞
台にした TVドラマの放映があったりで、これも何
かの縁かもしれません。レースが第一なのはもちろ
んでしょうが、せっかくの機会ですから、古都での
滞在を楽しんで下さい。実は、かくいう私も関西に
住んでいながらお松明を一度も現地で見たことが
ありません。時間があれば見に行ってみたいもので
す。 
 関西でのインカレは、前回の伊賀インカレ以来 4
年ぶりとなります。奈良のテレインでのオリエンテ
ーリングは今回が初めてという人も多いのではな
いでしょうか。この奈良県東部および滋賀県南部か
ら三重県中西部に渡るエリアは、良質のテレインが
多くあり、関西のオリエンティアにはなじみの深い
場所です。事実、今回も含め関西で開かれた過去 7
回のインカレのうち、1日制だった第 6回大阪と滋
賀県高島町(当時)で開かれたショート競技以外はす
べてがこのエリアでの開催です。 
 こうしてみると有利に見える関西地区の大学ク
ラブですが、その状況は決して芳しいものではあり
ません。どの大学も部員数が減少し、新入部員を集
めるのに相当苦労しているようです。関西でのイン
カレが、オリエンテーリングの魅力や楽しさを、後
輩たちやまだ見ぬ新入部員たちに伝える助けに少
しでもなればと願うばかりです。 
 このように明るい話題の少ない中でのインカレ
となりますが、選手の皆さんには是非とも、競技に
全力を尽くして大会を盛り上げ、そしてレースと奈
良を大いに楽しんで下さい。東大寺のお水取りにあ
やかって、今後もずっと各クラブとインカレが続い
ていくよう祈念いたします。 
 最後になりましたが、準備を担当した実行委員会
関係者の皆さんにまずは感謝の意を表します。そし
て地元関係者の皆様には、様々な面でご支援ご協力
をいただきました。主催者の日本学連を代表して、
厚く御礼申し上げます。

日本学生オリエンテーリング連盟幹事長 
奥田 雄彦 

 
いよいよ今年度も佳境に入り、インカレミドル＆

リレー2007の季節がやって参りました。3月年度末
にして、学生のための最も大きな大会であるこのイ
ンカレミドル＆リレー。多くの学生がこの日のため
に調整をし、各々の目標に向けて頑張っていること
と思います。皆さんも日が経つに連れて、段々と大
会当日が待ち遠しくなってくる心境ではないでし
ょうか。 
しかも今回のインカレミドル＆リレーの舞台は

現役学生のインカレとしてはあまり馴染みない、と
いった印象を受ける奈良県のテラインです。ここ数
年は愛知、栃木、長野のイメージが強かったので、
果たしてどんなインカレになるのか想像が膨らむ
ところですね。卒業を控えた上級生にとっては正真
正銘最後のインカレとなるこのミドル＆リレー、後
輩に感動を与えることができるかどうかも一つの
鍵となることでしょう。インカレでは毎年様々なド
ラマが生まれています。上級生から下級生へ、今ま
で辿ってきた足跡、そこに込めた思いを伝える最高
の舞台の一つであるこのインカレを大いに活かし
ましょう。 
さて、話は変わりますが、こうしたインカレも仕

事などの忙しい合間を縫って我々学生のために運
営をして下さっている実行委員の方々、オリエンテ
ーリング競技に地元の土地を貸して下さっている
住民の方々等、様々な方々の協力の元で成り立って
いるという事実があります。インカレへの参加、競
技への出場、宿舎への宿泊・・・こういったことを
僕達はついつい「当たり前」に捉えがちです。しか
し果たして本当にそうでしょうか。僕はそう思いま
せん。お仕事や学業で多忙な中、学生のためにイン
カレの運営をしてくださるインカレ実行委員会の
皆様がいなければ、この「当たり前」のことは「当
たり前」ではなくなるのです。そのことは常に念頭
に置いておかなければならないことだと僕は考え
ています。インカレは時代に合わせて刻々と、その
姿を変化させています。今年の幹事会でも、例年と
同様インカレに関しては長時間の議論を重ねまし
た。こうしてインカレは常にして、更なる素晴らし
い大会へとなるために模索し続けているのです。今
年の大会もきっと素晴らしいものとなるでしょう。
そして今後も、次年度以降の学生によって新たなイ
ンカレを創造していっていただきたいです。 
最後となりましたが、インカレの開催にご理解と、

ご協力をいただいた地元の皆様、ご多忙中にも関わ
らずインカレの準備に尽力してくださった実行委
員会の皆様にこの場を借りまして厚く御礼申し上
げます。 

 




